
体育祭がありました
１０月２４日（木）に体育祭を行いました。天候不

順により、前日の予行や準備はできませんでしたが、
当日早朝より、体育委員と運動クラブ部員によるグラ
ウンド整備のおかげで、開始時間を遅らせて開催する
ことができました。時間短縮を試み、全員元気に最終
種目のフォークダンスまで参加できました。今年の
テーマは「勝敗笑美戦」とし、勝負にこだわりながら、
ルールを守り、一生懸命に競い合いました。

開会式は放送で行い、実行委員長の挨拶の後、ブロッ
ク長４人による選手宣誓がありました。各クラスの体
育委員は自分の種目の合間に、放送や
準備・誘導を行い、体育大会の運営を
しました。本当にご苦労様でした。

令和６年度
熊野高等学校 熊高のHPにジャンプします熊高タイムズ

１日(金) １年熊野古道を歩く／２・３年遠足
３日(日) 文化の日
４日(月) 振替休日
５日(火) 地震・津波避難訓練 看１臨地実習
６日(水) 看３出前授業（市ノ瀬小）
７日(木) 食品衛生管理者講習会 
８日(金) 看３出前授業（岩田小） 看１臨地実習

１０日(日) ビジネス計算実務検定
１３日(水) 熊高祭準備（６限）
１４日(木) 熊高祭準備（１～６限）
１５日(金) 熊高祭準備・前夜祭

上富田町小中高授業交流
１６日(土) 熊高祭 第３回学校運営協議会
１７日(日) 熊高祭
１８日(月) 振替休日
１９日(火) 振替休日
２０日(水) 人権LHR

看３出前授業（岡・生馬小）
２３日(土) 勤労感謝の日
２４日(日) ビジネス文書実務検定
２６日(火) 2学期期末考査発表

１１月行事予定

10月号

10月4日（金）ＪＲ紀伊田辺駅の
駅長さんを招き、サイクルトレイン
に関するマナーについて講話してい
ただきました。サイクルトレインとは、指定の列車
に限り、自転車の持ち込みが可能で、紀南地方が先
立ち、県内全体に広まっていこうとしています。し
かし、一部の乗客のマナー違反により、その広がり
にストップがかかりつつあるそうです。今回、生徒
全員分の自転車固定用バンドをいただきました。高
校生でも電車と自転車を利用し、いろんなところに
出かけられるように、しっかりマナーを守りしょう。

サイクルトレインに協力を

１０月２０日（日）に上富田文化会館で、吹奏楽部の第32
回定期演奏会が開催されました。時代劇絵巻や勝手にアニメ
メドレー、昭和アイドルコレクションなど、様々な世代に
とって聞きなじみのある曲が演奏され、会場は大いに盛り上
がりました。第二部では、ディズニーの白雪姫の曲にあわせ
て楽器紹介をするなど趣向が凝らされていました。
ご来場いただいた皆様、協賛いただいた企業・個人の方々、

ありがとうございました。

吹奏楽部定期演奏会がありました

10月17日（木）に田辺自動車学
校の協力により、単車通学生交通安
全指導を行いました。
昨年度より「３＋１ない運動」の廃止に伴い、免

許取得や使用についての制限はなくなりましたが、
通学については、従来通りの一部の地区からの生徒
のみが許可されています。参加した生徒は、教習所
内のコースを使い、安全確認や一旦停止について職
員の方からご指導いただきました。今回参加できま
せんでしたが、普段単車を利用している生徒のみな
さんが運転する際には、十分安全に注意してくださ
い。お忙しい中、ご協力いただいた田辺自動車学校
の方々、本当にありがとうございました。

１０月２２日（火）後期生徒会役員選挙がありました。最初
に、前期生徒会役員から退任の挨拶がありました。代表して前
期生徒会長が、自分たちの活動や後期役員への期待を込めて話
してくれました。その後、立候補者が各々の公約を示し、演説
しました。令和６年度後期生徒会役員は以下のメンバーとなり
ました。熊高祭、球技大会、卒業式など後期も盛りだくさんで
すが、力を合わせて熊高生を引っ張っていって下さい。

会 長 寒川 竣介くん（２Ｂ）
副会長 古久保 昊くん（２Ｃ）
副会長 鷲見 悠斗くん（２Ｅ）
書 記 内村 七瀬さん（２Ａ）
書 記 大坂 春乃さん（２Ｅ）
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『勝敗笑美戦』 -KAPPA EBISEN-
#勝っても負けても笑顔で美しい戦い

岩田幼稚園連携事業
10月17日（木）岩田幼稚園との

連携事業であるサツマイモの収穫を
行いました。５月に園児と一緒に苗を植えた農業基礎（AⅠ
群）選択生が今回も協力し、ツルを切ったりシートをはがす
など、園児が掘りやすいようにサポートしました。年長組と
年中組の園児と幼稚園の保護者の方々が参加され、大きなサ
ツマイモの収穫に驚きと喜びの声が響きました。収穫したサ
ツマイモは、園児たちが自宅に持ち帰ったり、給食の献立に
も使用されたようです。
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